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（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、

▶

発　行

国立市公民館
〒１８６-０００４

国立市中1-１５-1

TEL ０４２-５７２-５１４１
FAX ０４２-５７３-0480
休館日：毎週月曜日

https://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kurashi/shisetsu/3/11114.html

「くにたち公民館だより」
デジタルブック

国立市公民館は市民の自主的な文化・学習活動、仲間づくりなどを支援する社会国立市公民館は市民の自主的な文化・学習活動、仲間づくりなどを支援する社会
教育施設です。誰もが自由に共に学ぶことができるよう、会場の利用や講座への参教育施設です。誰もが自由に共に学ぶことができるよう、会場の利用や講座への参
加は無料です。加は無料です。

花咲く季節に、新たな1歩を踏み出してみませんか？

～つどう、まなぶ、つながる～～つどう、まなぶ、つながる～
公民館なら公民館なら““できることできること””

開館時間：朝９時～夜１０時
受付時間：朝９時～夕５時（祝日を除く）
休館日：�月曜日・年末年始
　　　　（祝日も開館しています）
交通手段：�ＪＲ中央線　国立駅南口下車　

徒歩約５分
　　　　　�国立市コミュニティバス「くに

っこ」北西中ルート、立川バス
「国立公民館」バス停すぐ

駐車場：一般利用駐車場なし。
　　　　�しょうがいをお持ちの方、けがを

している方、妊娠している方等の
ための「思いやり駐車場」が２台
分あります。利用希望者は受付ま
でお申し出ください。

駐輪場：�建物裏にあります。公民館を利用
する以外の目的での駐輪はご遠慮
ください。

公民館にようこそ！
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自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

掲示板には会員募集やイベ
ント案内のチラシを１か月
間掲示することができま
す！

―６月分（ロビー７月分）
会場調整会のお知らせ―

※会場調整会は朝１０時までに受付を済ませてください。

申込書のポスト投入期間 ４月５日（土）～１７日（木）

予約の重なりのあった
団体の掲示開始日
（公民館ＨＰにも掲載）

4月19日（土）

会場調整会

４月２６日（土）朝１０時～
会場：地下ホール
※�第１週の土曜日ではありま
せん。ご注意ください。

▶重なり状況

会場申込の詳細はホームページをご確認
いただくか、公民館にお問い合わせくだ
さい。 ▶申込方法詳細

★７月以降の予定
使用月
（ロビー）

申込書の
ポスト投入期間

重なり団体
掲示日 会場調整会

７月（８月） ４月２６日㈯～
５月２９日㈭ ５月３１日㈯ ６月７日㈯

８月（９月） ６月７日㈯～
６月２６日㈭ ６月２８日㈯ ７月５日㈯

９月（１０月） ７月５日㈯～
７月２４日㈭ ７月２６日㈯ ８月２日㈯

１０月（１１月） ８月２日㈯～
８月２８日㈭ ８月３０日㈯ ９月６日㈯

★「申込書」を提出していない団体の予約方法
・２階事務室での受付…会場調整会当日の午後２時～
・電話での仮予約…会場調整会当日の午後３時～
※�受付期間：午前９時～午後５時（月曜、祝日、年末年始
を除く）

国立市公民館は、年間を通して活動のある講座での仲間
づくりや、毎年秋に開催する市民文化祭での文化・学習活
動の交流など、活動を通じて市民同士が「つながる」場所
でもあります。
公民館だより巻末の「ひろば」欄では、市民グループが
会員募集・イベント案内の記事を掲載できるほか、「サー
クル訪問」では取材させていただける団体を募集中です。
市民グループのお知らせも館内に掲示・案内していま
す。新しく何かを始めたい方や、仲間を募集している団体
は、ぜひ公民館にお問い合わせください。

公民館なら できること公民館なら できること

「つながる」「つながる」

階段の壁面にサークル案内
を掲示しています。掲載希
望は窓口にお問い合わせく
ださい！

国立市公民館には、市民のグループ活動の場として無料で利用できる８つの会場
があります。会場は１週間に１部屋を、最大４時間半使用することができます。
会場・備品の利用には、窓口での使用申込（本申込）が必要です。申込は使用月
の前々月に申込書を１階正面入口にある会場使用申請ポストに投入していただき、
前月第１土曜日実施の会場調整会にご参加いただくか、使用月の前月の第１土曜日
（祝日の場合は翌日の日曜日）の午後２時から受け付けします。
また、電話で空き状況の確認、会場・備品の仮予約もできます。

会場・備品利用の詳細は、公民館ホー
ムページをご確認いただくか、公民館
窓口にお問い合わせください。
より多くの団体が利用できるよう、利用
希望を調整する「会場調整会」を行っ
ています。詳細は右下の表をご確認く
ださい。

会場・備品利用要件
□３名以上のグループであること
□�半数以上が市内在住、在勤、在学の
方で構成されるグループであること
□営利に関わる活動ではないこと
※�個人で主催する活動、指導者が生徒
を集める教室等ではお使いいただけ
ません。

公民館なら できること公民館なら できること「つどう」「つどう」

←公民館
ホームページ
「会場利用」

ホールは音楽やダンス、講演などに使用
できます。

調理ができる定員１０名ほどの実習室もあ
ります。少人数の会議等もできます。比
較的「空き」が多い会場です。



(3) 公民館主催講座の申込先・お問合せ先　公民館☎042-572-5141

学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、

国立市公民館には、個人でも利用できる場所もあります。
ぜひ気軽にお越しください。

休憩や自習、友人とのおしゃべりなど、個人でも自
由にお使いいただける場所です。また、市民グループ
の作品展示にも使用していただけます。

講座関連図書を中心に約２５，０００冊の蔵書があります。新聞
や雑誌もありますので、お気軽におくつろぎください。

個人でも利用できる空間個人でも利用できる空間

公民館図書室公民館図書室

1階市民交流ロビー1階市民交流ロビー

市民グループの展示がある
期間は個人利用できる机や
椅子の数は減りますが、互
いに譲り合いながらご利用
ください。

ロビー奥にある「喫茶わい
がや」。丁寧にハンドドリ
ップしたコーヒーが２２０円
です！

公民館ホームページ
に、最新の講座案内
や、これまでの講座
情報を掲載していま
す。

国立市公民館は、特に主催講座に力を入れています。
人権・平和・教育といった社会課題、しょうがいしゃ青
年教室や日本語講座などの共生課題、地域史や防災などの
地域課題、版画や身体表現といった創作表現、映画や文学
などの文化芸術などの各分野で、年間を通してさまざまな
テーマの主催講座を行っています。参加費は実費以外無料
です。
それぞれ担当職員が熱意を込めて市民とともに企画・運
営しています。ぜひ一度公民館の講座にご参加ください。

公民館なら できること公民館なら できること

「まなぶ」「まなぶ」

昨年度の講座の様子昨年度の講座の様子

↑公民館ホームページ「講座・催し」 「図書室のつどい」話題になった本の著者から
直接お話を伺います。

「平和講座」資料とお話を通じて、戦争の歴史
をまなび、平和について考えます。

「野鳥観察」昨年度はカワセミを見ることがで
きました！

「矢川プラス連携講座」ユースワークの学習会
を開催しました。

「紙版画ワークショップ」子どもの参加も大
歓迎です！

※�週末を中心に営業しています。営業日はこちら
のSNSに掲載しています。



個人的・集団的力量を発達させる権利である。
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Japanese classes for daily life
From 7May 2025, new semester will start.
If you would like to join this program or for more infor-
mation, please call Kominkan or come to the office （2nd 
floor）. ☎042（572）5141
For inquiries : Tuesday to Friday, 9:00～17:00

在公民馆举办的日常日语讲座將于2025/5/7
开始新学期。想参加讲座或了解更多资讯，

请来电公民馆或前往公民馆办公室（２楼）。
☎０４２（５７２）５１４１ 咨询电话：星期二～星期五 ９：００～１７：００

생활을 위한 일본어 강좌

２０２5년 ５월７일부터， 일본어 강좌를 시작합니다．

참가하시고 싶은 분， 자세한 내용을 알고 싶은 분은 공민

관으로 전화를 하시거나， ２층 사무실로 오셔서 문의 바

랍니다．☎０４２（５７２）５１４１ 
문의： 　화요일～금요일 ９：００～１７：００
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デ
で

ィ
ぃ

ラ
ら

ン
ん

　恵
けい

子
こ

北
きた

村
むら

　房
ふさ

子
こ

森
もり

　恵
けい

子
こ

大
おお

野
の

　宏
ひろ

子
こ

開
かい

始
し

日
び

５
ご

月
がつ

13日
にち

～ ５
ご

月
がつ

13日
にち

～ ５
ご

月
がつ

2
は

0
つ

日
か

～ ５
ご

月
がつ

７
なの

日
か

～ ５
ご

月
がつ

７
なの

日
か

～ ５
ご

月
がつ

８
よう

日
か

～ ５
ご

月
がつ

８
よう

日
か

～

生
せい

活
かつ

に必
ひつ

要
よう

な日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

びます。自
じ

分
ぶん

の日
に

本
ほん

語
ご

のレ
れ

ベ
べ

ル
る

に合
あ

わせて勉
べん

強
きょう

できます。市
し

内
ない

に住
す

んでいる小
ちい

さな子
こ

どものいる人
ひと

は、子
こ

どもをあず
けて勉

べん

強
きょう

できます。
くわしいことは公

こう

民
みん

館
かん

までお問
と

い合
あ

わせください。
公
こう

民
みん

館
かん

☎０４２（５７２）５１４１

右
みぎ

にいくほど難
むずか

しくなります。

★各
かく

曜
よう

日
び

の午
ご

前
ぜん

の講
こう

座
ざ

が終
お

わった後
あと

と土
ど

曜
よう

日
び

の午
ご

前
ぜん

１０時
じ

から、日
に

本
ほん

語
ご

ボ
ぼ ら ん て ぃ あ

ランティアと会
かい

話
わ

の練
れん

習
しゅう

ができます。無
む

料
りょう

で参
さん

加
か

できます。
※「大

おとな

人のための会
かい

話
わ

」は２週
しゅう

間
かん

に１回
かい

実
じっ

施
し

します。

生
せい

活
かつ

のための

日
に

本
ほん

語
ご

講
こう

座
ざ

レ
れ

ベ
べ

ル
る

の目
め

安
やす

初
しょ

級
きゅう

Ⅱ
初
しょ

級
きゅう

Ⅰ
入
にゅう

門
もん

S
す た ー た ー

tarter
大
おと な

人のための会
かい

話
わ

と　き　おおむね第
だい

３金
きん

曜
よう

日
び

、１０：００～１１：３０a.m.
ところ　公

こう

民
みん

館
かん

　３階
かい

講
こう

座
ざ

室
しつ

など
申
もうし

込
こみ

・問
とい

合
あわせ

先
さき

　公
こう

民
みん

館
かん

☎０４２（５７２）５１４１
協
きょう

　力
りょく

：�ＫＵＮＩＢＯ�
（くにたち地

ち

域
いき

外
がい

国
こく

人
じん

のための防
ぼう

災
さい

連
れん

絡
らく

会
かい

）

←�昨
さく

年
ねん

のにほんごサ
さ

ロ
ろ

ン
ん

の様
よう

子
す

（国
くに

立
たち

の街
まち

を歩
ある

きながら、災
さい

害
がい

につい

て学
まな

びました。）

各
かく

曜
よう

日
び

の講
こう

座
ざ

終
しゅう

了
りょう

後
ご

や、土
ど

曜
よう

日
び

は、地
ち

域
いき

のボ
ぼ ら ん て ぃ あ す た っ ふ

ランティアスタッフ

との会
かい

話
わ

を楽
たの

しめます →

←日
に

本
ほん

語
ご

講
こう

座
ざ

の様
よう

子
す

◀�ホ
ほ

ー
ー

ム
む

ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

からも問
と

い合
あ

わせできます。
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https://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kurashi/shisetsu/3/11114.html

シルバー学習室シルバー学習室
― 新たな発見と地域の仲間づくり ―― 新たな発見と地域の仲間づくり ―

１年間を通してさまざまなことを学びながら、同じ市内に
暮らす仲間との交流を深めていく講座です。修了後には同窓会
「心遊会（※）」に参加して、サークル活動を続けることもで
きます。
春から新しいことに挑戦してみたい方、市内での仲間づく
りをしたい方、ぜひご参加ください！

と　き　�５月８日～２月中旬頃� �
毎週水曜日か木曜日　朝１０時～１２時

ところ　�公民館　集会室ほか（料理は福祉会館、自然観察は矢
川周辺や郷土文化館など、フィールドワークや公民館
以外の市内施設での活動もあります）

対　象　おおむね６０歳以上の市内在住の方
定　員　２０名（年間を通して参加できる方、申込先着順）
材料費　食材や画材など実費がかかります（5，000円程度）
申込先　４月１０日（木）朝９時～　電話で公民館へ

《主な内容》＊全ての講座に参加していただきます

◆　健康を考えた手軽な料理
高血圧や骨粗しょう症予防の食事などについて学びます。
　　　　講師　北川　みどり（管理栄養士）

◆　くにたちの自然に目をむける（自然観察）
春と秋に市内を歩いて、自然の移り変わりを学びます。

　　　　講師　佐藤　節子（ＮＰＯ国立市動物調査会）

◆　地域を知る（地域探訪）
市内を歩き、地域の魅力的な居場所や人材を探ります。

　　　　講師　今村　和義（心遊会）

◆　三原色で絵が描ける（水彩画入門）
初心者でも描きやすい「キミ子方式」で水彩画に挑戦

します。
　　　　講師　松本　一郎（キミ子方式アートスクール）

◆　くにたちの昔の暮らしを知り、時代を振り返る（歴史）
昔の道具や食事から、国立の歴史を学びます。

　　　　講師　佐伯　安子
� （くにたちの暮らしを記録する会）

（※）心遊会とは…シルバー学習室を修了した方たちが、学習
を継続しながら、交流を深める同窓会です。心遊会の中
には、１１のサークル（故郷探訪、自然観察、文学鑑賞、
俳句、作文、写真、水彩画、体操、盆踊り、カラオケ、
麻雀）があり、興味のあるサークルで自主活動したり、心
遊会が企画するイベントに参加したりすることができます。

▲新緑の矢川緑地を散策（自然観察）

▼�赤、青、黄、白で何色作れる
かな？（水彩画入門）

【第１回　文化祭実行委員会】

と　き　４月１７日（木）　夜７時～
ところ　公民館　地下ホール
問合先　公民館☎０４２（５７２）５１４１
　　　　　　 sec_kominkan@city.kunitachi.lg.jp

申込先　４月１５日（火）夕５時までに参加予定希望票（エ
ントリーシート）をメール・郵送・持ち込みのいずれかで、
公民館に提出してください。参加予定希望票は公民館窓口
でのお渡しのほか、ホームページからもダウンロードでき
ます。また、右上の申込フォームからも申込が可能です。
※�参加予定団体が多い場合は、あらかじめ事務局で日程を
調整します。

※�団体の代表者は実行委員会に全回出席してください。　
（全４回開催予定）

※�初めて参加を希望する団体は、４月１５日（火）夕５時ま
でに公民館に電話もしくはメールでご連絡ください。文
化祭に関する一連の流れをご説明します。

第７０回くにたち市民文化祭参加団体募集！参加団体募集！第１回実行委員会のお知らせ

昨年度のくにたち市民文化祭の様子

毎年秋に行われる「くにたち市民文化祭」に向けて、今
年度も実行委員会を立ち上げて準備をしていきます。
第１回の実行委員会では、文化祭の実施や方針について
の話し合いを踏まえ、発表の日時や場所を決めます。
文化祭は、美術、伝統文化、芸能など、日ごろのグルー
プ活動の成果を発表する場です。文化を通じて交流し、仲
間の輪を広げてみませんか。
今年度は１０月１８日（土）～１１月２３日（日・祝）までの期間
で、参加を募集いたします。※募集状況により調整あり。

申込フォーム
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公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

い
つ
の
時
代
で
も
人
と
人
の
間
に
は
、「
言
葉
」
を
尽
く
し
て
も
「
伝
わ
ら
な
い

思
い
」
が
立
ち
は
だ
か
り
ま
す
。「
文
学
」
に
は
そ
の
よ
う
な
一
筋
縄
で
は
い
か
な

い
人
と
の
関
係
や
、
そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
複
雑
な
感
情
が
描
き
出
さ
れ

ま
す
。
登
場
人
物
の
中
に
自
分
と
「
似
て
い
る
」
と
こ
ろ
と
「
似
て
い
な
い
」
と
こ

ろ
を
見
つ
け
る
こ
と
も
ま
た
「
文
学
」
を
読
む
醍
醐
味
で
す
。
読
書
は
基
本
的
に
孤

独
な
営
み
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
作
品
と
対
話
し
た
結
果
を
持
ち
寄
る
こ
と
で
、
ま

た
違
っ
た
愉
し
み
が
生
ま
れ
ま
す
。（
講
師
の
山
岸
さ
ん
か
ら
の
言
葉
）

今
年
は
次
の
作
品
を
読
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

夜
７
時
半
～
９
時
半　

※
１１
・
１２
月
は
、
市
民
文
化
祭
の
日
程
が
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

公
民
館　

３
階
講
座
室

定　

員　

�

３０
名
（
参
加
多
数
の
場
合
、
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方
を�

優
先
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

申
込
先　

４
月
１０
日
㈭
朝
９
時
～　

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

月　

日

作　
　

品

講　

師

５
／
８（
木
）
森
鴎
外
『
舞
姫
』�
（
新
潮
文
庫
）

※
文
庫
の
書
名
は
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』
山
岸　

郁
子

�

（
日
本
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

６
／
１２（
木
）
乗
代
雄
介
『
旅
す
る
練
習
』�

（
講
談
社
文
庫
）
大
野　

亮
司

�

（
亜
細
亜
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

７
／
１０（
木
）
有
吉
佐
和
子
『
青
い
壺
』�

（
文
春
文
庫
）
佐
藤　

泉

�
（
青
山
学
院
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

９
／
１１（
木
）
織
田
作
之
助『
夫
婦
善
哉
』（
決
定
版
）（
新
潮
文
庫
）
尾
崎　

名
津
子

�

（
立
教
大
学
・
日
本
近
現
代
文
学
）

１０
／
９（
木
）
村
田
沙
耶
香
『
コ
ン
ビ
ニ
人
間
』�

（
文
春
文
庫
）
榎
本　

正
樹

�

（
文
芸
評
論
家
・
現
代
日
本
文
学
）

※
１１
月（
木
）
小
山
田
浩
子
『
工
場
』�

（
新
潮
文
庫
）
深
津　

謙
一
郎

�

（
共
立
女
子
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

※
１２
月（
木
）
中
島
京
子
『
夢
見
る
帝
国
図
書
館
』�（
文
春
文
庫
）
小お
だ
い
ら平　

麻
衣
子

�

（
慶
應
義
塾
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

１
／
８（
木
）
三
島
由
紀
夫
『
金
閣
寺
』�

（
新
潮
文
庫
）
大
木　

志
門

�

（
東
海
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

昨年度に引き続き万葉集を読みます。万葉集を一つの歌
集としてみた時、巻一から巻十六までと、巻十七から巻
二十まで（家持の歌日誌と呼ばれる）に分けることがで
き、前者を第一部、後者を第二部と呼びます。
今回は第一部の巻一から巻六までの代表作を、巻の特徴

や歴史的事件などに触れつつ鑑賞します。巻一から巻六に
は万葉の初期から天平時代までの歌が載せられていて、
「小万葉」とも呼ばれます。俯瞰的な視点と個々の歌への
微細な読解の眼をモットーに、参加者各自が「万葉集」と
「現在」との関係を深めていく時間にしたいと思います。

〈使用するテキスト〉各回プリントを配布します。
〈参考資料（関心のある方向け）〉
『万葉集』（岩波文庫）、中西進『万葉集』（講談社文庫）など

と　き　�５月１６日、２３日、３０日、６月１３日、２０日� �
（全５回）いずれも金曜日、昼２時～４時

ところ　公民館 ３階講座室　定　員　２７名（申込先着順）
申込先　�市内在住の方　４月１５日（火）朝９時～� �

市外在住の方　４月２２日（火）朝９時～� �
電話で公民館へ

講　師　水島　英
ひで

己
み

（詩人）

〈古典への招待〉〈古典への招待〉

『万葉集』を読む『万葉集』を読む

文
学
講
座〈
く
に
た
ち
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
〉

　
　
自
分
と「
似
て
い
る
も
の
」
／
「
似
て
い
な
い
も
の
」

▲
申
込
み
フ
ォ
ー
ム

ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の

当
日
や
年
間
の
流

れ
は
こ
ち
ら
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧

く
だ

さ
い
。

～ひとを知りたきゃ、しっぽを知れ！～～ひとを知りたきゃ、しっぽを知れ！～

お　話　東島　沙弥佳（京都工芸繊維大学）

多くの動物にあって、「ヒト」にはない“しっぽ”。しか
し、しっぽ博士の東島さんは、しっぽを通じて「ひと」を
知ることができるといいます。
そもそもしっぽとは何なのか。我々にはなぜしっぽがな

いのか。「人」は創作においてどのようにしっぽを描いて
きたのか。分野の壁を越えてしっぽを研究する「しっぽ
学」の探求についてお話を伺います。
しっぽ好きの方も、まだそうでな

い方も、しっぽの奥深い世界にぜひ
触れてみませんか。
※講師はオンライン中継でのお話で
す。

〈東島さんの本〉『しっぽ学』（光文社新書）

と　き　５月１７日（土）昼２時～４時
ところ　公民館　３階講座室
定　員　会場受講３０名、オンライン３０名
	 （いずれも申込先着順）
申込先　４月８日（火）朝９時～
	 電話またはホームページより

『『しっぽ学しっぽ学』』
〈図書室のつどい〉〈図書室のつどい〉 オンライン

受講可能
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―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

ひ
ろ
ば

「
郷
土
俳
句
会
」
会
員
募
集

「
燎り

ょ
う

」
同
人
岡
山
祐
子
先
生
指
導
の

明
る
い
句
会
で
す
。
楽
し
く
親
切
に
を

チ
ー
ム
カ
ラ
ー
に
、
初
心
者
再
挑
戦
者

大
歓
迎
！
や
さ
し
く
奥
深
い
俳
句
の
世

界
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

第
２
月
曜
日　

昼
１
時
～

場
所　

郷
土
文
化
館　

第
一
研
修
室

連
絡
先　

鈴
木
０９０
（
７１８８
）
６
５
７
４

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
へ
の
お
誘
い

ウ
イ
ー
ク
デ
ー
を
中
心
に
楽
し
い
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。
日
頃
の
運
動
不
足

と
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
一
緒
に
テ
ニ
ス

を
し
ま
せ
ん
か
。
男
女
問
わ
ず
経
験
者

大
歓
迎
で
す
。
国
立
ス
ピ
カ

日
時　

毎
週
㈫
谷
保
、
㈭
広
場
コ
ー
ト

場
所　

市
内
の
各
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

連
絡
先　

野
和
田
０８０
（
１７５４
）
３
４
９
６

第
４
回
く
に
た
ち
ピ
ア
ノ
デ
ー

世
界
で
新
年
か
ら
８８
日
目
を
ピ
ア
ノ

デ
ー
と
し
て
祝
い
ま
す
。
国
立
で
は
旧

駅
舎
周
辺
で
実
施
し
て
い
る
音
楽
に
よ

り
街
を
豊
か
に
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

今
年
は
公
民
館
や
矢
川
地
域
で
も
実
施

で
す
。

日
時　

４
月
１９
日
㈯
２０
日
㈰
朝
１０
時
～

場
所　
公
民
館
・
旧
駅
舎
・
矢
川
プ
ラ
ス
他

連
絡
先　

北
村
０９０
（
３１０８
）
２
０
２
１

く
に
た
ち
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
４７
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ロ
ッ
シ
ー
ニ「
セ
ビ
リ
ア
の
理
髪
師
」

序
曲
ビ
ゼ
ー
「
カ
ル
メ
ン
」
よ
り
リ
ム

ス
キ
ー
コ
ル
サ
コ
フ
「
シ
ェ
エ
ラ
ザ
ー

ド
」
指
揮　

湯
川
紘
惠　

入
場
無
料

日
時　

４
月
２０
日
㈰　

昼
２
時
開
演

場
所　

一
橋
大
学
兼
松
講
堂

連
絡
先　

事
務
局
０８０
（
５４４５
）
９
２
９
２

気
候
変
動
を
知
ろ
う
！

酷
暑
・
豪
雨
・
大
雪
…
…
。
次
々
や

っ
て
く
る
災
害
級
の
異
常
気
象
。
有
効

な
対
策
は
？
持
続
可
能
な
社
会
を
残
す

た
め
の
取
組
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
講

師
山
上
眞
依
さ
ん
。
主
催
ス
ペ
ー
ス
Ｆ

日
時　

４
月
２６
日
㈯
昼
１
時
半
～
４
時

場
所　

公
民
館
講
座
室　

資
料
代
５００
円

連
絡
先　

事
務
局
０４２
（
５７５
）
４
４
１
４

く
に
た
ち
国
際
友
好
会
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

４
月
の
国
際
理
解
講
座
は
、
電
気
通

信
大
と
一
橋
大
の
大
学
院
修
了
後
、
日

本
企
業
を
経
て
母
国
で
起
業
さ
れ
て
い

る
ア
ル
ナ
・
ク
マ
ー
ラ
さ
ん
に
、
ス
リ

ラ
ン
カ
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

４
月
２６
日
㈯　

夜
７
時
～
９
時

場
所　

公
民
館
中
集
会
室
＆
ウ
ェ
ブ

連
絡
先　

西
江
０７０
（
９０２０
）
７
８
３
８

く
に
た
ち
混
声
合
唱
団
と
き
わ

皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
歌
う
公
開
練
習

懐
か
し
い
ポ
ッ
プ
ス
・
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア

を
合
唱
で
、
星
野
富
弘
詩
に
よ
る
楽
曲

も
予
定
。
声
を
歌
に
の
せ
心
も
身
体
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
！
無
料
。

日
時　
５
月
１１
日
㈰　

昼
３
時
～
５
時

場
所　

国
立
Ａ
Ｉ
ス
タ
ジ
オ
集
会
室

連
絡
先　

深
町
０９０
（
８５９２
）
２
４
４
４

４月５日（土）昼　　図書室のつどい『わたしの農継ぎ』

　　１３日（日）昼　　�女性の生き方を考える講座・公開講座� �
「『選択的夫婦別姓』ってなに？」

　　１７日（木）夜～　くにたち市民文化祭実行委員会

５月７日（水）朝～　生活のための日本語講座

　　８日（木）朝～　シルバー学習室

　　８日（木）夜～　くにたちブッククラブ　森鴎外『舞姫』

　　１０日（土）朝～　しょうがいしゃ青年教室

　　１6日（金）昼～　古典講座「『万葉集』を読む」

　　17日（土）昼　　図書室のつどい『しっぽ学』

　　２２日（木）朝～　女性のライフデザイン

　　２４日（土）昼～　�からだであそぼう� �
－のびのびとうごくワークショップ－

　講座の開催状況などに変更があった場合は、�
公民館入口付近への掲示や、ホームページでお知
らせします。ご不明の点はお問い合わせください。
公民館　☎０４２（５７２）５１４１ ▲講座等の案内

今月の公民館（４月～５月）

「
ゆ
う
と
ど
ろ
き
」
平
安
朝
に
想
い

を
馳
せ
る
よ
う
な
響
き
の
あ
る
言
葉
。

広
辞
苑
に
よ
る
と
、「
恋
情
な
ど
の
た

め
暮
れ
方
に
胸
さ
わ
ぐ
こ
と
」
と
あ
る
。

な
ん
と
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
！　

こ
の
名
前

は
、
講
師
の
書
道
家
、
池
田
聡
翠
先
生

が
つ
け
た
そ
う
だ
。

こ
の
書
道
会
は
、
昨
年
１１
月
に
発
足

し
た
ば
か
り
で
、
現
在
会
員
は
１１
名
程
。

午
前
９
時
か
ら
１０
時
半
と
１０
時
半
か
ら

１２
時
の
２
部
制
だ
。

会
員
の
方
々
は
、
か
な
文
字
、
漢
字
、

実
用
書
（
祝
儀
袋
等
）
な
ど
好
き
な
課

題
を
練
習
し
、
先
生
に
指
導
を
受
け
る
。

硯
で
墨
を
す
る
本
格
派
の
方
か
ら
筆

ペ
ン
で
と
さ
ら
さ
ら
と
書
く
方
と
、
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。
集
会
室
が
静
か
で
落

ち
着
い
た
気
で
満
た
さ
れ
、
皆
さ
ん
の

集
中
力
に
こ
ち
ら
も
背
筋
が
伸
び
る
。

「
小
筆
一
本
で
日
々
の
暮
ら
し
を
豊

か
に
」
が
、
会
の
モ
ッ
ト
ー
。
代
表
の

清
水
正
子
さ
ん
は
、「
長
年
、
か
な
文

字
の
勉
強
を
続
け
て
い
て
も
の
を
深
く

見
る
感
性
が
育
ち
ま
し
た
。
若
い
方
、

特
に
子
育
て
中
の
方
に
ぜ
ひ
書
の
世
界

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。

子
連
れ
参
加
も
大
丈
夫
と
の
こ
と
だ
。

昨
今
は
メ
ー
ル
ば
か
り
で
、
手
紙
を

書
く
事
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
、
手
書
き
の
便
り
を
い

た
だ
く
と
、
そ
の
字
か
ら
相
手
の
姿
が

目
に
浮
か
び
、
本
当
に
嬉
し
い
も
の
だ
。

ま
し
て
筆
で
書
か
れ
て
い
た
ら
な
お
さ

ら
感
激
す
る
だ
ろ
う
。

先
生
は
「
上
手
で
な
く
て
も
い
い
の

で
す
。
そ
れ
も
個
性
に
な
り
ま
す
か
ら
。

丁
寧
に
書
い
て
、
そ
れ
が
伝
わ
る
こ
と

が
大
切
で
す
ね
」
と
優
し
く
お
っ
し
ゃ

っ
た
。

ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
生
活
す
る
時
間
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
現
代
、
書
道
の
意
味

は
奥
深
い
と
痛
感
し
た
。

筆
一
本
で
広
が
る
世
界
を
、
ぜ
ひ
の

ぞ
い
て
み
て
ほ
し
い
。

日
時　

毎
月
第
１
火
曜
日　

午
前
中

場
所　

公
民
館

参
加
費　

月
額
１
５
０
０
円
程
度

連
絡
先　

清
水　

０８０
（
５０３３
）
２
３
２
８

〈
文
・
写
真　

公
民
館
だ
よ
り�

�

編
集
研
究
委
員　

高
木　

裕
子
〉

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
４
０
２
〉

夕夕ゆ
う
と
ど
ろ
き

ゆ
う
と
ど
ろ
き轟轟
書
道
会

書
道
会

凛
りん

とした空気の中で

代表・清水さんの作品


